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畜産・酪農の収益性向上
【７，５９１（６９）百万円】

（平成26年度補正予算 ２１，０４４百万円）

対策のポイント
生産基盤の維持・拡大のため、高収益畜産への転換、生産性向上、畜産環

境問題への対策を進めることにより、畜産・酪農の収益性向上を図ります。

＜背景／課題＞
・畜産業においては、配合飼料価格が上昇傾向にある中、高齢化や離農が進み農家戸数
や飼養頭数が減少するなど、生産基盤の弱体化が懸念されています。また、混住化の
進展により悪臭問題が顕在化し、畜産経営の存続のためにも畜産環境問題の解決が課
題となっています。

・我が国畜産の競争力強化のため、畜産農家をはじめとして、地域に存在する各種支援
組織（コントラクター、ＴＭＲセンター、キャトルステーション等）や関連産業等の
関係者（乳業、食肉センター等）が有機的に連携・結集し、地域ぐるみで収益性を向
上させる取組、国産畜産物の需要創出による新たな市場獲得に向けた取組等を進める
ことが重要となっています。

政策目標
○経営の効率化や収益性の向上による生産基盤の強化
○畜産経営の苦情発生件数の減少

＜主な内容＞
１．高収益型畜産体制（畜産クラスター）構築事業 ７６（６９）百万円

（平成26年度補正予算 ２００百万円）
地域ぐるみで収益性を向上させる畜産クラスターの推進のための新たな取組の実

証や、全国的な普及活動等を支援します。
補助率：定額

事業実施主体：民間団体

２．畜産収益力強化対策[新規] ７，５１５（－）百万円
（平成26年度補正予算 ２０，１１５百万円）

畜産クラスター計画に位置づけられた地域の中心的な経営体（畜産農家、新規参
入者、飼料生産受託組織）の収益性の向上、畜産環境問題への対応に必要な機械の
リース整備、施設整備等を支援します。

補助率：１／２以内
事業実施主体：民間団体

３．国産畜産物の新たな市場獲得のための技術開発促進事業
（平成26年度補正予算 ７２８百万円）

国産畜産物の新商品（生ハム、ソーセージ、チーズ等）の開発を可能とする製造
加工技術の開発等の取組を支援します。

補助率：定額、１／２以内
事業実施主体：民間団体

お問い合わせ先：
１、２の事業 生産局畜産企画課 （０３－３５０２－５９７９）
３の事業のうち
牛乳乳製品について 生産局牛乳乳製品課（０３－３５０２－５９８７）
食肉鶏卵等について 生産局食肉鶏卵課 （０３－３５０２－５９８９）

［平成27年度予算の概要］
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畜産収益力強化対策

畜産・酪農の収益性向上

 中心的な経営体の収益性の向
上等に必要な機械のリース整
備を支援（１／２以内補助）

搾乳ロボット 汎用型（稲WCS、ﾄｳ 
ﾓﾛｺｼ等に活用）飼料 
収穫機 

バルククーラー 

 中心的な経営体の収益性の
向上等に必要な施設の整備
を支援（１／２以内補助）

地域の収益性向上の
ための畜産クラスター
計画に位置づけた中
心的な経営体 

ミルキングパーラー 畜産環境対策施設飼料調製施設 

ヘルパー組合

TMRセンター 
コントラクター

＜畜産クラスターのイメージ＞

コスト削減 
高付加価値化 

新規需要の創出 

行政
普及センター

生産者 乳業・食肉センター
卸小売業

飼料メーカー
機械メーカー

畜産コンサル

価値ある畜産物として輸出も含め消費者へ提供 

ＪＡ

（※公社等が整備し、中心的な経営体に貸し付ける場合も含む） 

高収益型畜産体制構築事業

 検討会の開催、
新たな取組に関する調査･実証への支援

実証成果を 
全国的に普及 

地域の関係者が連携・結
集した取組により、
①生産コストの低減、高

付加価値化
②地域内の畜産の中心的

な経営体への再編・合
理化

を通じて、地域の畜産の
収益性を向上し、生産基
盤を強化します。 

新
た
な
市
場
獲
得

国
産
畜
産
物
を
活
用

新商品開発に
必要な技術開発等

生ハム、ソーセージ、チーズ等 

国産畜産物の新たな市場獲得のための技術開発促進事業

畜産収益力強化支援事業 畜産競争力強化整備事業

国産畜産物の新商品開発を可能とする製造加工技術の開発等の取組を支援

・畜産農家
・新規参入者
・飼料生産受託組織

補助率を原則１/３から
１/２に嵩上げ 

個別経営体も対象
（法人経営、法人化の計画を有している家族経営）
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高収益型畜産体制構築事業
【７６（６９）百万円】

（平成26年度補正予算 ２００百万円）

対策のポイント
関係事業者の連携・結集による地域ぐるみの高収益型畜産体制（畜産クラ

スター）の構築を推進します。

＜背景／課題＞

・我が国畜産では、農家戸数や飼養頭数の減少など生産基盤の弱体化が懸念されており、

高収益型の畜産・酪農を推進していくためには、生産コストの低減とともに、畜産物

の付加価値の向上や新たな需要創出等を進める必要があります。

・今後、畜産農家をはじめとして、地域に存在する各種支援組織（コントラクター、Ｔ

ＭＲセンター、キャトルステーション等）や関連産業等の関係者（乳業、食肉センタ

ー等）が有機的に連携・結集し、地域ぐるみで収益性の向上を図ることが重要であり、

このような地域ぐるみの高収益型畜産体制（畜産クラスター）の構築が望まれます。

政策目標
経営の効率化や収益性の向上による生産基盤の強化

＜主な内容＞

１．畜産クラスターの実証に向けた支援 ４８（４３）百万円

（平成26年度補正予算 １５５百万円）
地域の特徴を活かして収益性を向上させる新たな取組の効果を実証するために必要

な調査・分析等に要する経費を支援します。

補助率：定額

事業実施主体：民間団体

２．畜産クラスターの全国的な推進 ２８（２５）百万円

（平成26年度補正予算 ４５百万円）
全国的な推進を図るため、方向性や課題の抽出及び検討、国内外の優良事例の調査

・分析、普及活動等の取組を支援します。

補助率：定額

事業実施主体：民間団体

［お問い合わせ先：生産局畜産企画課（０３－３５０１－１０８３）］

［平成27年度予算の概要］
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畜産収益力強化対策［新規］
【７，５１５（－）百万円】

（平成26年度補正予算 ２０，１１５百万円）

対策のポイント
収益性の向上に必要な機械のリース整備や地域の中心的な畜産経営体等の

施設整備を支援します。

＜背景／課題＞
・畜産業は、地域産業の核として必要不可欠な存在となっていますが、配合飼料価格が
上昇傾向にある中、高齢化や離農が進み農家戸数や飼養頭数が減少するなど、生産基
盤の弱体化が懸念されています。また、混住化の進展により悪臭問題が顕在化し、畜
産経営の存続のためにも畜産環境問題の解決が課題となっています。

・我が国畜産の競争力強化のため、畜産農家をはじめとして、地域に存在する各種支援
組織（コントラクター、ＴＭＲセンター、キャトルステーション等）や関連産業等の
関係者（乳業、食肉センター等）が有機的に連携・結集し、地域ぐるみで収益性を向
上させる取組や畜産環境問題に対応するための取組を進めることが重要です。

政策目標
経営の効率化や収益性の向上による生産基盤の強化

＜主な内容＞

１．畜産収益力強化支援事業 ０（－）百万円
（平成26年度補正予算 １５，０００百万円）

畜産クラスター計画に定められた中心的な経営体（畜産農家、新規参入者、飼料生
産受託組織）の収益性の向上等に必要な機械のリース整備を支援します。

補助率：１／２以内
事業実施主体：民間団体

２．畜産競争力強化整備事業 ７，５１５（－）百万円
（平成26年度補正予算 ５，１１５百万円）

畜産クラスター計画に定められた中心的な経営体（畜産農家、新規参入者、飼料生
産受託組織。個別経営体を含む。）の収益性の向上、畜産環境問題への対応に必要な
施設整備等を支援します。

補助率：１／２以内
事業実施主体：民間団体

（関連対策）
強い農業づくり交付金 ２３，０８５（２３，３８５）百万円の内数

（平成26年度補正予算１７，６００百万円の内数）
高付加価値化や生産コストの低減など、産地の収益力強化や合理化を図る取組に必

要な共同利用施設の整備を支援します。

交付率：都道府県への交付率は定額（事業実施主体へは事業費の１／２以内等）

事業実施主体：都道府県、市町村、農業者の組織する団体、事業協同組合等

［お問い合わせ先：生産局畜産企画課（０３－３５０２－５９７９）］

［平成27年度予算の概要］
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畜産・酪農経営安定対策
【（所要額）１８９，５９６（１７７，１８９）百万円】

対策のポイント
畜種ごとの特性に応じて、畜産・酪農経営の安定を支援することにより、

意欲ある全ての生産者が将来にわたって経営を継続し、その発展に取り組む

ことができる環境を整備します。

＜背景／課題＞

・酪農、肉用牛繁殖、肉用牛肥育、養豚及び採卵養鶏の各経営安定対策については、畜

種ごとの特性に応じた対策を実施しています。

・我が国畜産経営のほとんどが利用している配合飼料については、その大幅な価格上昇

が畜産農家に与える影響を緩和する対策を実施しています。

・これらの対策については、引き続き安定的に実施することが必要です。

政策目標
経営の安定化により生産数量を維持・拡大

＜主な内容＞

１．酪農経営安定のための支援

加工原料乳（チーズ向け及び脱脂粉乳・バター等向け生乳）について生産者補給

金を交付するとともに、加工原料乳の取引価格が低落した場合の補塡等を行います。

また、自給飼料生産基盤に立脚した経営を行う酪農家に対し、飼料作付面積に応

じて交付金を交付します。

加工原料乳生産者補給金 （所要額）３１，０６８（３１，０８４）百万円

加工原料乳生産者経営安定対策事業の継続

国産乳製品供給安定対策事業 ５００（６１０）百万円

飼料生産型酪農経営支援事業 ６，５８１（６，２２６）百万円

補助率：定額、３／４以内、１／２以内

事業実施主体：（独）農畜産業振興機構、指定生乳生産者団体、生乳生産者等

２．肉用牛繁殖経営安定のための支援

肉用子牛価格が保証基準価格を下回った場合の生産者補給金に加え、肉専用種の

子牛価格が発動基準を下回った場合に、差額の３／４を交付します。

肉用子牛生産者補給金 （所要額）２１，２９６（２１，２９６）百万円

肉用牛繁殖経営支援事業 （所要額）１５，８７７（１５，８７７）百万円

補助率：定額、３／４以内

事業実施主体：（独）農畜産業振興機構、都道府県域を範囲とする民間団体

３．肉用牛肥育経営安定のための支援

粗収益が生産コストを下回った場合に、生産者と国の積立金から差額の８割を補

塡金として交付します。また、一部の県において地域算定をモデル的に実施します。

［平成27年度予算の概要］
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肉用牛肥育経営安定特別対策（新マルキン）事業

（所要額）８６，９４２（８６，９４２）百万円

補助率：３／４以内、定額

事業実施主体：（独）農畜産業振興機構、都道府県域を範囲とする民間団体、肥育牛生産者

４．養豚経営安定のための支援

粗収益が生産コストを下回った場合に、生産者と国の積立金から差額の８割を補

塡金として交付します。

養豚経営安定対策事業 （所要額）９，９６６（９，９６６）百万円

補助率：１／２以内、定額

事業実施主体：（独）農畜産業振興機構、肉豚生産者

５．採卵養鶏経営安定のための支援

鶏卵の取引価格が補塡基準価格を下回った場合に差額の９割以内を補塡するとと

もに、取引価格が通常の季節変動を超えて大幅に低下した場合には、成鶏の更新に

当たって長期の空舎期間を設ける取組に対し奨励金を交付します。

鶏卵生産者経営安定対策事業 ５，１８９（５，１８９）百万円

補助率：定額、３／４以内、１／４以内

事業実施主体：民間団体

６．配合飼料価格安定のための支援

民間の自主的な積立による通常補塡では対処し得ない配合飼料価格の大幅な値上

がりに際し、異常補塡基金から生産者に対し補塡金を交付します。

配合飼料価格安定対策事業 （所要額）１２，１６２（－）百万円

補助率：定額

事業実施主体：（公社）配合飼料供給安定機構

お問い合わせ先：

１の事業のうち、

飼料生産型酪農経営支援事業については

生産局畜産企画課 （０３－３５０２－５９７９）

それ以外の事業については

生産局牛乳乳製品課（０３－３５０２－５９８７）

２、５の事業 生産局食肉鶏卵課 （０３－３５０２－５９８９）

３、４の事業 生産局畜産企画課 （０３－３５０２－５９７９）

６の事業 生産局畜産振興課 （０３－３５０２－６７４５）

［平成27年度予算の概要］

8



   

補
塡
基
準
価
格

 

生
産
者
積
立
金

 
全 国 平 均 取 引 価 格

 

生
産
者

 
国

((
独

)農
畜
産
業
振
興
機
構

) 

拠
出

 
助
成
(生

産
者
:
国
=
1
:
3)

 

補
塡

 

a
-
3 

年
度

 
a
-
2 

年
度

 
a
-
1 

年
度

 
a
 

年
度

 

差
額

 
差
額
×
8
割

 

  
 加

工
原

料
乳

価
格

（
脱
脂
粉
乳
・
バ
タ
ー
等
向
け
及
び
チ
ー
ズ
向
け
の
生
乳
価
格
）
 

が
下

落
し
た
場

合
の

経
営

へ
の
影
響
緩
和
を
目
的
に
、
生
産
者
と
国
が
拠
出
し
て

 
造

成
し
た
積

立
金

か
ら
補

塡
。

 

加
工
原
料
乳
生
産
者
経
営
安
定

対
策
事
業
 

酪
農

の
経
営
安
定
対
策
に
つ
い
て

 

国
産
乳
製
品
供
給
安
定
対

策
事
業
 

加
工
原
料
乳
生
産
者
補
給
金
制
度
 

  
 加

工
原

料
乳

地
域

（
北

海
道
）
の
生
乳
の
再
生
産
の
確

保
等

を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、

 
加

工
原
料

乳
に
つ
い
て
生
産
者
補
給
金
を
交
付
。
  

乳
業

者
の

支
払

分
（
買

取
価

格
）
 

政
府

か
ら

の
交

付
分

 

脱 脂 粉 乳 ・ バ タ ー 等 
   向 け 生 乳 価 格 補

給
金
 

生 産 者 の 手 取 り 

チ ー ズ 向 け 生 乳 価 格 

補
給
金
 

生
産

者
団

体
と
乳

業
者

と
の

交
渉

で
決

定
 

補
給

金
単

価
及

び
交

付
対

象
数

量
は

毎
年

度
決

定
 

 
生

産
者

団
体

が
乳

製
品
を
製
造
し
適
時
に
放
出
す
る
取

組
や

、
不

需
要

期
の

乳
製
品

需
要

を
創

出
す
る
取
組
を
支
援
。

 

乳
製
品
生
産
量

 

乳
製
品
消
費
量

 

  4
   

 
  5

   
 

  6
  

   
 7

   
   

 8
   

   
 9

   
   

10
   

   
11

   
  1

2 
   

   
1 

   
   

2 
   

  3
   

 

対
策
に
よ
り
需
要
期
に

 
向
け
て
製
造
・
供
給

 
対
策
に
よ
る

 
需
要
創
出

 

乳
製
品
製
造
経
費
の
１
／
２
を
補
助

 

（
月
）
 

2
7
年

度
：
脱

脂
粉

乳
・
バ
タ
ー
等
向
け

 
 

 
 

 
 

 チ
ー
ズ
向
け

  
 

 
  
  
 

  
 
 ：
単
価

1
2
.9

0
円

/
kg
、
交

付
対
象
数
量

 
：
単
価

1
5
.5

3
円

/
kg
、
交
付
対
象
数
量
  ：

1
7
8
万
ト
ン

 
：
  
5
2
万
ト
ン
  

 
自

給
飼

料
生

産
基

盤
に
立
脚
し
た
経
営
を
行
う
酪
農
家
（
自
給
飼
料
の
生
産
を
行

う
と
と
も
に
環

境
負

荷
軽

減
に
取
り
組
ん
で
い
る
者
）
に
対
し
、
飼
料
作
付
面
積
に
応

じ
た
交

付
金

を
交

付
。

 
 
と
う
も
ろ
こ
し
等

の
二

期
作
、
二
毛
作
の
２
作
目
の
面
積
や
契
約
栽
培
に
よ
り
耕
種

農
家

が
飼

料
作

物
を
作

付
け
す
る
面
積
も
含
め
、
交
付
対
象
と
な
る
飼
料
作
付
面

積
を
拡

大
。

 
 

 

 
 

飼
料
生
産

型
酪

農
経

営
支

援
事

業
 

 
○

 
対

象
者

の
要

件
 

・
 
飼

料
作

付
面

積
が
、
北
海
道
で
４
０

a/
頭
、
都
府
県
で
１
０

a/
頭
以
上

 

・
 
環

境
負

荷
軽

減
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

 

 
○

 
交

付
金

単
価

 

 
 
飼

料
作

付
面

積
１

h
a当

た
り
１
５
千

円
 

9



肉
用
牛
、
養
豚
及
び
採
卵
鶏
の
経
営
安
定
対
策
に
つ
い
て

 

肉
用
牛
繁
殖
経
営
対
策

 

（
子
牛

価
格
）
 

発
動

基
準

 

肉
用

牛
繁

殖
経

営
支

援
事
業

 
 肉
用
子
牛
の
平
均
売
買
価
格
（
四
半
期
ご
と
に
設
定
）
が
発
動
基
準

を
下
回
っ
た
場
合
に
差
額
の
３
／
４
を
交
付

 

肉
用

子
牛

生
産

者
補

給
金
制
度

  
 肉
用
子
牛
の

平
均
売
買
価
格
（
四
半
期
ご
と
に
設
定
）
が
保
証
基
準

価
格
を
下
回
っ
た
場
合
に
補
給
金
を
交
付

 

保
証

基
準

価
格

 

肉
用
牛
肥
育
経
営

安
定
特
別
対
策

(新
マ
ル
キ
ン
）事

業
 

生 産 コ ス ト 

家
族
 

労
働
費
 

粗 収 益 

補
塡

金
 

物 財 費 等 

差 額 

粗
収
益
が
生
産
コ
ス
ト
を

下
回
っ
た
場
合
に
積
立
金

（
生
産
者
１
：
国
３
）
か
ら
差

額
の
８
割
を
補
塡

 
 （
注
）
原
則
と
し
て
四
半
期
ご
と

 
 

 
（
当
面
は
月
ご
と
）
に
算
定

 

◎
一
部
の
県
に
お
い
て
地

域
算

定
を
モ
デ
ル
的

に
実

施
 

養
豚
経
営
安
定
対
策
事

業
 

（
注
）
四
半
期
終
了
時
に
計
算

（
前
の
四
半
期
に
発
動
が

な
か
っ
た
場
合
は
通
算
）
 

 
  

生 産 コ ス ト 

家
族

 
労

働
費
 

粗 収 益 

補
塡

金
 

物 財 費 等 

粗
収

益
が

生
産

コ
ス
ト
を

下
回

っ
た
場

合
に
積

立
金

（
生

産
者

１
：
国

１
）
か

ら
差

額
の

８
割

を
補

塡
 

  

肉
用
牛
繁
殖
経
営
支
援
事
業

 

肉
用
子
牛
生
産
者
補
給
金
制
度

 

鶏
卵
生
産
者
経
営
安
定
対
策
事
業

 

［
価
格
］
 

安
定
基
準
価
格

 

補
塡
基
準
価
格

 

3
0
日

前
 

標
準
取
引
価
格

 

奨
励
金
の
対
象
と
な
る
成
鶏
の
出
荷

 

差
額
の
９
割
を

 
補
塡

 

こ
の
期
間
は

40
万
羽
以
上
規
模

は
 

補
塡
し
な
い

 

3
0
日
後

※
 

※
安
定
基
準
価
格

を
上
回
る
日
の
前

日
ま
で
に
、
食
鳥
処

理
場
に
予
約
さ
れ

て
い
る
場
合

 

差 額 

10



飼料生産型酪農経営支援事業
【６,５８１（６，２２６）百万円】

対策のポイント
自給飼料生産基盤に立脚した経営を行う酪農家を支援します。

＜背景／課題＞

・酪農経営１戸当たりの飼料作付面積は28.4ha（平成25年２月１日)です。また、酪農

経営１戸当たりの経産牛飼養頭数は増加傾向にあり47.6頭（平成25年２月１日）です。

・輸入飼料依存から脱却し、我が国酪農の競争力を強化するためには、自給飼料生産基

盤に立脚した経営を行う酪農家（自給飼料の生産を行うとともに環境負荷軽減に取り

組んでいる者）の経営の安定を図る必要があります。

政策目標
酪農経営における飼料作付面積の拡大

＜主な内容＞

自給飼料生産基盤に立脚した経営を行う酪農家（自給飼料の生産を行うとともに環境

負荷軽減に取り組んでいる者）に対し、飼料作付面積に応じた交付金を交付します。

また、とうもろこし等の二期作、二毛作の２作目の面積や契約栽培により耕種農家が

飼料作物を作付けする面積も含め、交付対象となる飼料作付面積を拡大します。

（１）交付対象者の要件

・飼料作付面積が北海道で40a/頭以上、都府県で10a/頭以上

・環境負荷軽減に取り組んでいること（８メニューから２つ選択）

（２）交付金単価

飼料作付面積１haあたり15千円

補助率：定額

事業実施主体：都道府県協議会、生乳生産者

［お問い合わせ先：生産局畜産企画課（０３－３５０２－０８７４）］

［平成27年度予算の概要］
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